
信州大学農学部出前講座 

７月２６日中央道伊那インターチェンジ

近くにある信州大学農学部にて社会事業部

主催（広報部協賛）の出前講座が開催され

ました。測量の単位の中のひとこまで必修

ということもあり２年生の学科生全員 30 数

名の参加者でした。講座はまず塩川副会長

（社会事業部）の測量の基本にかかわる座

学（座標系や地籍について）を小一時間行

った後に、フィールドに出ての実地です。 

農学部の広大な敷地の中にあるグランドが実地研修場です。まずは、全員を６班に分け 

さらに３班ずつがそれぞれ TS グループと GNSS グループにわかれ前半と後半で入れ替わ

るという体制です。それぞれの班に社会事業部員・広報部員がつき実地研修を行いまし

た。TS グループは予め設置した３台の TS とプリズムを使い対回測量を行いました。一方

GNNS グループは予め土中に埋められ

た学生の学籍番号を記録したテープを

８系座標を頼りに探し出すという内容

です。基本的な操作を最初に教えてあ

とは学生達が主体でどんどんと課題を

こなしていきました。２時間弱でしょ

うか、夏にしては割と涼しい日で体力

の消耗もそれほどなく実地研修を終え

ました。 

 実地研修の後は対回測量の記簿計算を行いつつ、再び塩川副会長の解説が行われまし

た。最後に平林広報部長が土地家屋調査士の資格について仕事についての説明を行い、広

報グッズを学生の皆さんに配布して講座は終了となりました。時間が足りず駆け足な内容

でしたが測量について土地家屋

調査士についてかなり知っても

らえたのではないでしょうか？

このような地道な活動を毎年行

っている社会事業部の皆さんに

頭が下がる思いでした。 
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